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標準的応用例 

特長 概要

TimerBlox:長時間タイマ、 
低周波発振器

LTC®6995は、プログラム可能な周期の範囲が1.024ms～9.54
時間（29.1μHz～977Hz）のシリコン発振器で、特に長時間の
時間設定を目的としています。LTC6995は、多用途のシリコン・
タイミング・デバイスであるTimerBlox®ファミリの1つです。

LTC6995の内部マスタ発振器周波数は、1本の抵抗（RSET）
によって設定されます。出力クロックの周期はこのマスタ発振
器と内蔵の分周器によって決定されます。分周器（NDIV）は、 
1から221までの8つの設定値にプログラム可能です。

 
 
tOUT =

NDIV •RSET

50kΩ
• 1.024ms, NDIV = 1,8,64,...,221

発振時に、LTC6995はデューティ・サイクルが50%の方形波
出力を発生します。マスタ発振器を停止して内蔵の分周器を
クリアするため、リセット機能が用意されています。リセットを
解除すると、完全な出力クロック・サイクルが開始され、プログ
ラム可能なパワーオン・リセット・アプリケーションやウォッチ
ドッグ・タイマ・アプリケーションに役立ちます。

LTC6995にはリセット機能で2つのバージョンがありま
す。LTC6995-1ではリセット入力はアクティブ“H”であり、
LTC6995-2ではアクティブ“L”です。リセット時の出力の極性
は、どちらのバージョンも選択可能です。

出力（発振器の開始ステート）
RST/RST 極性 LTC6995-1 LTC6995-2

0 0 Oscillating (Low) 0 (Reset)

1 0 0 (Reset) Oscillating (Low)

0 1 Oscillating (High) 1 (Reset)

1 1 1 (Reset) Oscillating (High)

アプリケーション

n	 周期の範囲：1ms～9.5時間
n 電源投入またはリセット入力によるタイミング・リセット
n 1～3本の抵抗で設定
n 最大周波数誤差：<1.5%
n プログラム可能な出力極性
n 単電源動作：2.25V～5.5V
n 電源電流：55μA～80μA（クロック周期：2ms～9.5時間）
n 起動時間：500μs
n CMOS出力ドライバのソース電流 /シンク電流：20mA
n 動作温度範囲：–55°C～125°C
n 高さの低い（1mm）SOT-23（ThinSOT™）パッケージおよび

2mm×3mmのDFNパッケージで供給

n パワーオン・リセット・タイマ
n 長時間のワンショット
n 「ハートビート」タイマ
n ウォッチドッグ・タイマ
n 周期的な「ウェイクアップ」呼び出し
n 高振動、高加速度環境
L、LT、LTC、LTM、Linear Technology、TimerBloxおよびLinearのロゴはリニアテクノロジー社
の登録商標です。ThinSOTはリニアテクノロジー社の商標です。その他すべての商標の所有権
は、それぞれの所有者に帰属します。 

アクティブ“L”パワーオン・リセット・タイマ
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絶対最大定格
電源電圧（V+ - GND間） ......................................................... 6V
すべてのピンの 

最大電圧 .......................（GND – 0.3V）≤ VPIN ≤（V+ + 0.3V）
動作温度範囲（Note 2）
 LTC6995C ........................................................ –40°C～85°C
 LTC6995I ......................................................... –40°C～85°C
 LTC6995H ...................................................... –40°C～125°C
 LTC6995MP ................................................... –55°C～125°C

（Note 1）

発注情報

ピン配置

規定温度範囲（Note 3）
 LTC6995C ............................................................ 0°C～70°C
 LTC6995I ......................................................... –40°C～85°C
 LTC6995H ...................................................... –40°C～125°C
 LTC6995MP ................................................... –55°C～125°C
接合部温度.......................................................................150°C
保存温度範囲.................................................... –65°C～150°C
リード温度（半田付け、10秒）S6パッケージ ..................300°C

無鉛仕上げ
テープアンドリール（ミニ） テープアンドリール 製品マーキング* パッケージ 規定温度範囲
LTC6995CDCB-1#TRMPBF LTC6995CDCB-1#TRPBF LGJM 6-Lead (2mm × 3mm) Plastic DFN 0°C to 70°C
LTC6995IDCB-1#TRMPBF LTC6995IDCB-1#TRPBF LGJM 6-Lead (2mm × 3mm) Plastic DFN –40°C to 85°C
LTC6995HDCB-1#TRMPBF LTC6995HDCB-1#TRPBF LGJM 6-Lead (2mm × 3mm) Plastic DFN –40°C to 125°C
LTC6995CDCB-2#TRMPBF LTC6995CDCB-2#TRPBF LGJP 6-Lead (2mm × 3mm) Plastic DFN 0°C to 70°C
LTC6995IDCB-2#TRMPBF LTC6995IDCB-2#TRPBF LGJP 6-Lead (2mm × 3mm) Plastic DFN –40°C to 85°C
LTC6995HDCB-2#TRMPBF LTC6995HDCB-2#TRPBF LGJP 6-Lead (2mm × 3mm) Plastic DFN –40°C to 125°C
LTC6995CS6-1#TRMPBF LTC6995CS6-1#TRPBF LTGJN 6-Lead Plastic TSOT-23 0°C to 70°C
LTC6995IS6-1#TRMPBF LTC6995IS6-1#TRPBF LTGJN 6-Lead Plastic TSOT-23 –40°C to 85°C
LTC6995HS6-1#TRMPBF LTC6995HS6-1#TRPBF LTGJN 6-Lead Plastic TSOT-23 –40°C to 125°C
LTC6995MPS6-1#TRMPBF LTC6995MPS6-1#TRPBF LTGJN 6-Lead Plastic TSOT-23 –55°C to 125°C
LTC6995CS6-2#TRMPBF LTC6995CS6-2#TRPBF LTGJQ 6-Lead Plastic TSOT-23 0°C to 70°C
LTC6995IS6-2#TRMPBF LTC6995IS6-2#TRPBF LTGJQ 6-Lead Plastic TSOT-23 –40°C to 85°C
LTC6995HS6-2#TRMPBF LTC6995HS6-2#TRPBF LTGJQ 6-Lead Plastic TSOT-23 –40°C to 125°C
LTC6995MPS6-2#TRMPBF LTC6995MPS6-2#TRPBF LTGJQ 6-Lead Plastic TSOT-23 –55°C to 125°C
TRM = 500個。*温度グレードは出荷時のコンテナのラベルで識別されます。
さらに広い動作温度範囲で規定されるデバイスについては、弊社または弊社代理店にお問い合わせください。 
鉛仕上げの製品の詳細については、弊社または弊社代理店にお問い合わせください。
無鉛仕上げの製品マーキングの詳細については、http://www.linear-tech.co.jp/leadfree/をご覧ください。 
テープアンドリールの仕様の詳細については、http://www.linear-tech.co.jp/tapeandreel/ をご覧ください。
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電気的特性 lは、全動作温度範囲での規格値を意味する。それ以外は、TA = 25°Cでの値。テスト条件は、注記がない限り、 
V+ = 2.25V～5.5V、RST = 0V（LTC6995-1の場合）、RST = V+（LTC6995-2の場合）、DIVCODE = 0～15（NDIV = 1～221）、RSET = 50k～800k、
RLOAD = 5k、CLOAD = 5pF。

SYMBOL PARAMETER CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

tOUT Output Clock Period 1.024m 34,360 Seconds

fOUT Output Frequency 29.1µ 977 Hz

∆fOUT Frequency Accuracy (Note 4) 29.1µHz ≤ fOUT ≤ 977Hz  

l

±0.8 ±1.5 
±2.2

% 
%

∆fOUT/∆T Frequency Drift Over Temperature l ±0.005 %/°C
∆fOUT/∆V+ Frequency Drift Over Supply V+ = 4.5V to 5.5V 

V+ = 2.25V to 4.5V
l 

l

0.23 
0.06

0.55 
0.16

%/V 
%/V

Long-Term Frequency Stability (Note 11) 90 ppm/√kHr
Period Jitter (Note 10) NDIV = 1 

NDIV = 8
15 
7

ppmRMS 
ppmRMS

BW Frequency Modulation Bandwidth 0.4 • fOUT Hz

tS Frequency Change Settling Time (Note 9) 1 Cycle

アナログ入力
VSET Voltage at SET Pin l 0.97 1.00 1.03 V

∆VSET/∆T VSET Drift Over Temperature l ±75 µV/°C
RSET Frequency-Setting Resistor l 50 800 kΩ

VDIV DIV Pin Voltage l 0 V+ V

∆VDIV/∆V+ DIV Pin Valid Code Range (Note 5) Deviation from Ideal  
VDIV/V+ = (DIVCODE + 0.5)/16

l ±1.5 %

DIV Pin Input Current l ±10 nA

電源
V+ Operating Supply Voltage Range l 2.25 5.5 V

Power-On Reset Voltage l 1.95 V

IS Supply Current RL = ∞ , RSET = 50k  V+ = 5.5V 
 V+ = 2.25V

l 

l

135 
105

170 
135

µA 
µA

RL = ∞ , RSET = 100k V+ = 5.5V 
 V+ = 2.25V

l 

l

100 
80

130 
105

µA 
µA

RL = ∞ , RSET = 800k V+ = 5.5V 
 V+ = 2.25V

l 

l

65 
55

100 
85

µA 
µA

RL = ∞ , ISET = 0µA V+ = 5.5V 
 V+ = 2.25V

60 
52

µA 
µA
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電気的特性 lは、全動作温度範囲での規格値を意味する。それ以外は、TA = 25°Cでの値。テスト条件は、注記がない限り、 
V+ = 2.25V～5.5V、RST = 0V（LTC6995-1の場合）、RST = V+（LTC6995-2の場合）、DIVCODE = 0～15（NDIV = 1～221）、RSET = 50k～800k、
RLOAD = ∞、CLOAD = 5pF。

SYMBOL PARAMETER CONDITIONS MIN TYP MAX UNITS

デジタル I/O

RST Pin Input Capacitance 2.5 pF

RST Pin Input Current RST = 0V to V+ ±10 nA

VIH High Level RST Pin Input Voltage (Note 6) l 0.7 • V+ V

VIL Low Level RST Pin Input Voltage (Note 6) l 0.3 • V+ V

IOUT(MAX) Output Current V+ = 2.7V to 5.5V ±20 mA

VOH High Level Output Voltage (Note 7) V+ = 5.5V IOUT = –1mA 
 IOUT = –16mA

l 

l

5.45 
4.84

5.48 
5.15

V 
V

V+ = 3.3V IOUT = –1mA 
 IOUT = –10mA

l 

l

3.24 
2.75

3.27 
2.99

V 
V

V+ = 2.25V IOUT = –1mA 
 IOUT = -8mA

l 

l

2.17 
1.58

2.21 
1.88

V 
V

VOL Low Level Output Voltage (Note 7) V+ = 5.5V IOUT = 1mA 
 IOUT = 16mA

l 

l

0.02 
0.26

0.04 
0.54

V 
V

V+ = 3.3V IOUT = 1mA 
 IOUT = 10mA

l 

l

0.03 
0.22

0.05 
0.46

V 
V

V+ = 2.25V IOUT = 1mA 
 IOUT = 8mA

l 

l

0.03 
0.26

0.07 
0.54

V 
V

tRST Reset Propagation Delay V+ = 5.5V 
V+ = 3.3V 
V+ = 2.25V

16 
24 
40

ns 
ns 
ns

tWIDTH Minimum Input Pulse Width V+ = 3.3V 5 ns

tr Output Rise Time (Note 8) V+ = 5.5V 
V+ = 3.3V 
V+ = 2.25V

1.1 
1.7 
2.7

ns 
ns 
ns

tf Output Fall Time (Note 8) V+ = 5.5V 
V+ = 3.3V 
V+ = 2.25V

1.0 
1.6 
2.4

ns 
ns 
ns

Note 1： 絶対最大定格に記載された値を超えるストレスはデバイスに永続的損傷を与える可
能性がある。長期にわたって絶対最大定格条件に曝すと、デバイスの信頼性と寿命に悪影響
を与える恐れがある。
Note 2： LTC6995Cは–40°C～85°Cの動作温度範囲で動作することが保証されている。
Note 3： LTC6995Cは0°C～70°Cで性能仕様に適合することが保証されている。LTC6995Cは
–40°C～85°Cで性能仕様に適合するように設計され、特性が評価されており、性能仕様に適
合すると予想されるが、これらの温度ではテストされないし、QAサンプリングも行われない。
LTC6995Iは–40°C～85°Cで性能仕様に適合することが保証されている。LTC6995Hは–40°C～
125°Cで性能仕様に適合することが保証されている。LTC6995MPは–55°C～125°Cで性能仕
様に適合することが保証されている。
Note 4： 周波数精度は、周波数の設定にRSETが使用されることを前提にして、fOUTの式からの
偏差として定義される。
Note 5： DIVピンの電圧によるDIVCODEの値の選択方法の完全な説明については、動作セク
ションの表1と図2を参照。
Note 6： RSTピンは、信号の緩やかな立ち上がりと立下りを提供するためにヒステリシスを備
える。しきい値電圧は、V+に比例する。任意の電源電圧での標準値は、VRST(RISING) ≈ 0.55 • V+ 
+ 185mVおよびVRST(FALLING) ≈ 0.48 • V+ – 155mVを使用して推定できる。

Note 7： ロジックIC規格に従うために、ピンから出力される電流は、任意の負の値に設定され
る。
Note 8： 出力の立ち上がり時間と立ち下がり時間は、5pFの出力負荷で、電源レベルの10%～
90%の間で測定される。これらの仕様は、特性に基づく。
Note 9： セトリング時間は、ISET が0.5倍または2倍に変化した後に、出力が最終的な周波数
の±1%以内に安定するために要する時間。
Note 10： ジッタは、周期の偏差の平均周期に対する比。この仕様は特性に基づいており、
100%のテストは行われていない。
Note 11： シリコン発振器の長期ドリフトは、主にシリコンに含まれるイオンと不純物の移動に
よって発生する。これは、30°Cで、他の条件を公称動作条件にしてテストされる。長期ドリフト
は、ドリフトの標準的な非線形の性質により、ppm/√kHrとして規定される。設定された期間の
ドリフトを計算するには、その期間を千時間単位に変換して平方根を取り、標準的なドリフト
数を掛ける。例えば、1年は8.77k時間になり、そのドリフトは90ppm/√kHrで266ppmになる。
デバイスに電力が供給されていない場合のドリフトは、電力が供給されている場合のドリフト
の1/10として近似できる。つまり、90ppm/√kHrのデバイスの場合、9ppm/√kHrになる。
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標準的性能特性

周波数誤差とRSET 周波数ドリフトと電源電圧 標準的なVSETの分布

VSETのドリフトとISET VSETのドリフトと電源 VSETと温度

周波数誤差と温度 周波数誤差と温度 周波数誤差と温度

注記がない限り、V+ = 3.3V、RSET = 200k、TA = 25°C。
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電源電流とRSET RSTのしきい値電圧と電源電圧標準的な ISETの電流制限とV+

電源電流と電源電圧 電源電流と温度 電源電流とRSTピンの電圧

リセット伝搬遅延（tRST）と 
電源電圧

立ち上がり時間 /立下り時間と 
電源電圧

標準的性能特性
注記がない限り、V+ = 3.3V、RSET = 200k、TA = 25°C。
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出力抵抗と電源電流
POL = 1での標準的なLTC6995-1
の起動

標準的性能特性
注記がない限り、V+ = 3.3V、RSET = 200k、TA = 25°C。
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OUTPUT SOURCING CURRENT
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RST
5V/DIV

5ms/DIVV+ = 5V
DIVCODE = 15
RSET = 499k

699512 G20

4ms START-UP
OUTPUT RESET

RESET RELEASED,
100Hz OUTPUT CLOCK

ピン機能 （DCB/S6）

V+（ピン1/ ピン5）： 電源電圧（2.25V～5.5V）。この電源には、
ノイズやリップルがないようにしてください。このピンは、0.1μF

のコンデンサを使用してGNDピンに直接バイパスする必要が
あります。

DIV（ピン2/ピン4）： プログラム可能な分割器および極性
入力。内部A/Dコンバータ（V+をリファレンス電圧にする）
は、DIVピンの電圧（VDIV）をモニタして、4ビットの結果
（DIVCODE）を決定します。VDIVは、V+とGNDの間の抵抗
分割器によって生成できます。高精度の結果を保証するには、
1%抵抗を使用します。DIVピンと抵抗を、OUTピンなどの高
速エッジを持つ他の配線からシールドする必要があります。
VDIVがすばやく安定するように、DIVピンの容量を100pF未
満に制限してください。DIVCODE（POL）のMSBは、OUTピ
ンの極性を決定します。

SET（ピン3/ピン3）： 周波数設定入力。SETピンの電圧（VSET）
は、GNDより上の1Vに調整されます。SETピン（ISET）からソー
スされる電流の量は、マスタ発振器周波数を設定します。電
流 ISETの範囲は、1.25μA～20μAです。発振出力は、ISETが
約500nA未満に低下した場合、停止します。SETとGNDの間
に抵抗を接続することが、周波数を設定する最も正確な方法
です。最高の性能を得るには、許容誤差が0.5%以下、温度
係数が50ppm/°C以下の高精度の金属抵抗または薄膜抵抗

を使います。高精度を要求されないアプリケーションでは、安
価な1%厚膜抵抗を使うことができます。

SETピンの容量を10pF未満に制限して、ジッタを最小に抑え、
安定性を確保します。容量を100pF未満にすると、VSETの電
圧を調整する帰還回路の安定性が維持されます。

699512 PF

LTC6995-1/
LTC6995-2

RST

GND

SET

OUT

V+

DIV

C1
0.1µF

RSET R2

R1

V+

RSTまたはRST（ピン4/ピン1）： 出力のリセット。リセット入力
を使用して、発振器の出力を停止し、内部の分割器をクリアし
ます。リセットを解除すると、発振器は1/2周期の時間間隔で
開始します。リセット時の出力ロジックのステートは、設定され
たDIVCODEによって決まります。LTC6995-1は、アクティブ
“H”のRST入力を備えています。LTC6995-2は、アクティブ“L”
のRST入力を備えています。
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ブロック図 （S6パッケージのピン番号を示す）

ピン機能 （DCB/S6）

GND（ピン5/ピン2）： グランド。最高の性能を得るには、低イ
ンダクタンスの接地面に接続します。

OUT（ピン6/ピン6）： 発振器の出力。OUTピンは約30Ωの出
力抵抗でGNDからV+まで振幅します。LEDなどの低インピー

ダンスの負荷を駆動する場合、直列出力抵抗を使用して、ソー
ス/シンク電流を20mAに制限する必要があります。

699512 BD
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–
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動作
LTC6995は、最大周波数が1MHzのマスタ発振器の周囲に
構築されています。この発振器は、1MHz • 50kの変換係数を
使用してSETピンの電流（ISET）と電圧（VSET）によって制御さ
れ、標準的な条件では±0.8%の精度を持ちます。

 
 
fMASTER =

1
tMASTER

= 1MHz • 50kΩ • ISET

VSET

帰還ループは、VSETを1V ±30mVで保ち、ISETが出力周波
数を制御する主な手段となるよう維持します。ISETを生成する
最も簡単な方法は、SETとGNDの間に、ISET = VSET/RSETと
なるように抵抗（RSET）を接続することです。マスタ発振器の
式は、次のように簡略化されます。

 
 
fMASTER =

1
tMASTER

=
1MHz • 50kΩ

RSET

この式から、1つの設定抵抗（RSET）を使用した場合、VSETの
ドリフトが出力周波数に影響しないことは明らかです。誤差の
原因は、RSETの許容誤差とLTC6995に固有の周波数精度
∆fOUTに限定されます。

50k～800kの範囲のRSET（1.25μA～20μAの範囲のISETと
同等）を使用することができます。

発振器の周波数は、OUTピンに到達する前に、固定の1/1024

の分割器を通ります。LTC6995には、プログラム可能な分周
器も内蔵されており、これによって周波数を、さらに1、8、64、
512、4096、215、218、または221で割ることができます。分割比
NDIVは、DIVピンに接続された抵抗分割器によって設定され
ます。

 

 

fOUT =
1MHz • 50kΩ
1024 •NDIV

• ISET

VSET
, or

tOUT =
1

fOUT
=

NDIV

50kΩ
• VSET

ISET
• 1.024ms

VSET/ISETの代わりにRSETを使用して、式は次のように簡略
化されます。

 
 
tOUT =

NDIV •RSET

50kΩ
• 1.024ms

DIVCODE

DIVピンは、DIVCODEの値を決定する、V+をリファレン
ス電圧にする内部4ビットA/Dコンバータに接続されます。
DIVCODEは、LTC6995に対して、以下の2つの設定を行い
ます。

1. DIVCODEは、出力分周器の設定NDIVを決定します。

2. DIVCODEは、POLビットを通じてRSTピンとOUTピンの
極性を決定します。

図1に示すように、V+とGNDの間の抵抗分割器によって、
VDIVを生成できます。

図1．DIVCODEを設定する簡単な方法

699512 F01

LTC6995

V+

DIV

GND

R1

R2

2.25V TO 5.5V

表1に、高精度で適切に電圧を分割する推奨される1%抵抗
値、および、推奨される抵抗のペアに対応するNDIVとPOLの
値を示します。この他の値は、以下の場合に限り使用できます。

1. VDIV/V+の比率の精度が±1.5%（抵抗の許容誤差と温度
の影響を含む）である

2. 駆動インピーダンス（R1||R2）が500kΩを超えない

他の方法（すなわち、DACの出力）で電圧を生成する場合、
電源電圧V+をトラッキングする必要があります。表1の最後
の列に、電源電圧に対するVDIVの理想的な比率を示してま
す。この比率は、次の式で計算することもできます。

 
 

VDIV

V+
=

DIVCODE+ 0.5
16

±1.5%

例えば、電源が3.3V、目的のDIVCODEが4の場合、VDIV = 

0.281 • 3.3V = 928mV ± 50mVとなります。

図2は、表1の情報を示しており、NDIVが、DIVCODEの中央
値を中心として対称であることを表しています。
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動作

表1．DIVCODEの設定
DIVCODE POL NDIV 推奨されるtOUT R1（kΩ） R2（kΩ） VDIV/V+

0 0 1 1.024ms to 16.384ms Open Short ≤0.03125 ±0.015

1 0 8 8.192ms to 131ms 976 102 0.09375 ±0.015

2 0 64 65.5ms to 1.05sec 976 182 0.15625 ±0.015

3 0 512 524ms to 8.39sec 1000 280 0.21875 ±0.015

4 0 4,096 4.19sec to 67.1sec 1000 392 0.28125 ±0.015

5 0 32,768 33.6sec to 537sec 1000 523 0.34375 ±0.015

6 0 262,144 268sec to 4,295sec 1000 681 0.40625 ±0.015

7 0 2,097,152 2,147sec to 34,360sec 1000 887 0.46875 ±0.015

8 1 2,097,152 2,147sec to 34,360sec 887 1000 0.53125 ±0.015

9 1 262,144 268sec to 4,295sec 681 1000 0.59375 ±0.015

10 1 32,768 33.6sec to 537sec 523 1000 0.65625 ±0.015

11 1 4,096 4.19sec to 67.1sec 392 1000 0.71875 ±0.015

12 1 512 524ms to 8.39sec 280 1000 0.78125 ±0.015

13 1 64 65.5ms to 1.05sec 182 976 0.84375 ±0.015

14 1 8 8.192ms to 131ms 102 976 0.90625 ±0.015

15 1 1 1.024ms to 16.384ms Short Open ≥0.96875 ±0.015

0.5•V+

t O
UT

 (S
EC

ON
DS

)
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図2．周波数範囲およびPOLビットと、DIVCODE
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699512 F03

動作
リセット機能と極性ビット機能
リセット入力（LTC6995-1の場合はRST、LTC6995-2の場
合はRST）は、出力を強制的に固定ステートにし、内部ク
ロック分割器をリセットします。リセット時の出力ステートは、
DIVCODEの設定によって選択された極性ビットによって決ま
ります。

出力（発振器の開始ステート）
RST/RST 極性 LTC6995-1 LTC6995-2

0 0 Oscillating (Low) 0 (Reset)

1 0 0 (Reset) Oscillating (Low)

0 1 Oscillating (High) 1 (Reset)

1 1 1 (Reset) Oscillating (High)

POLビットが0に設定されると、出力はリセット時に強制的に
“L”になります。ステートの変更によってリセットが解除される
と、発振器が開始します。正確な1/2サイクルの遅延に続いて、
次の立ち上がりエッジが出力されます。

POLビットが1に設定されると、出力はリセット時に強制的に
“H”になります。ステートの変更によってリセットが解除される
と、発振器が開始します。正確な1/2サイクルの遅延に続いて、
次の立ち下がりエッジが出力されます。

図3．リセットのタイミング図（POLビット = 0）

図4．リセットのタイミング図（POLビット = 1）
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起動後のDIVCODEの変更
起動後は、A/DコンバータがVDIVの変化を引き続きモニタし
ます。LTC6995は、1サイクル未満でDIVCODEの変化に応答
します。

 tDIVCODE < 500 • tMASTER < tOUT

周波数の遷移中に、出力に不正確なパルス幅が含まれる場合
があります。ただし、遷移によってグリッチは発生せず、“H”パル
スまたは“L”パルスがマスタ・クロック周期よりも短くなることは
ありません。DIVCODEが新しい値に安定してから出力が変化
することを保証するには、デジタル・フィルタを使用します。

起動時間
最初に電源が投入されると、パワーオン・リセット（POR）回
路が起動時間 tSTARTを開始します。標準1.4V（温度により
1.2V～1.5Vに変化）の電源電圧によって、起動シーケンスが
開始されます。この間、OUTピンは“L”にホールドされます。
tSTARTの標準値は、マスタ発振器周波数（NDIVとは独立）に
応じて、0.5ms～8msの範囲内です。

 tSTART(TYP) = 500 • tMASTER

起動中に、DIVピンのA/Dコンバータは、出力がイネーブル
される前に正しいDIVCODEを決定する必要があります。  

電源またはDIVピンの電圧が安定していないと、起動時間が
増加することがあります。この理由のため、V+を正しくトラッキ

ングするようにDIVピンの容量を最小に抑えることが推奨され
ます。この容量が100pF未満であれば、性能に影響しません。

起動動作
最初の電源投入時に、出力は“L”にホールドされます。極性
が非反転（POL = 0）に設定され、起動時間の終了時に出力
がイネーブルされている場合、OUTは発振を開始します。起
動時間の終了時に出力がリセットされている場合（LTC6995-1

の場合はRST = 1、LTC6995-2の場合はRST = 0）、POLビッ
ト = 0のため、出力は“L”に留まります。リセットが解除される
と発振器が開始し、設定された周期の正確に1/2サイクルの
間、出力は“L”に留まります。

反転動作（POL = 1）における起動シーケンスも、同様です。た
だし、最初の電源投入時に、LTC6995がDIVCODEの設定を
正しく決定できないため、既定の“L”が出力されます。tSTART

の終了時にDIVCODEの値が認識され、POL = 1であるため、
OUTが“H”（非アクティブ）になります。起動時間の終了時に
出力がリセット（LTC6995-1の場合はRST = 1、LTC6995-2の
場合はRST = 0）されている場合、出力は、POLビット = 1のた
めに“H”に留まります。リセットが解除されると、発振器が開
始し、設定された周期の正確に1/2サイクルの間、出力は“H”
に留まります。

図7～10に、可能な起動シーケンスを示します。

DIV
200mV/DIV

OUT
1V/DIV

10ms/DIV 699512 

F05
V+ = 3.3V
RSET = 200k

V+

1V/DIV

OUT
1V/DIV

250µs/DIV 699512 F06V+ = 2.5V
DIVCODE = 15
RSET = 50k

500µs

図5．1から0へのDIVCODEの変化 図6．RST = 0Vでの標準的なLTC6995-1の起動

動作
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図7．起動のタイミング図（Reset = 0、POLビット = 0）

図8．起動のタイミング図（Reset = 1、POLビット = 0）

図9．起動のタイミング図（Reset = 0、POLビット = 1）

図10．起動のタイミング図（Reset = 1、POLビット = 1）

動作
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アプリケーション情報
基本動作
LTC6995を設定する最も簡単で正確な方法は、SETピンと
GNDピンの間で1つの抵抗（RSET）を使用することです。その
設計手順は、3つのステップから成ります。まず、POLビットの
設定とNDIVの値を選択し、次に抵抗RSETの値を計算します。

ステップ1：LTC6995のバージョンとPOLビットの設定を選
択する

アプリケーションがアクティブ“H”（LTC6995-1）またはアクティ
ブ“L”（LTC6995-2）のリセット機能を必要とするかどうかを決
定します。その他の点では、これら2つのバージョンは同一の
機能を共有します。

OUTピンの極性は、POLビットの設定によって変わります。リ
セット時にOUT = 0を強制するには、POLビット = 0を選択し
ます。リセット時にOUT = 1を強制するには、POLビット = 1

を選択します。

ステップ2：分周器の値NDIVを選択する
前に説明したように、DIVピンの電圧は、POLビットとNDIV

の値の両方を決定するDIVCODEを設定します。所定の出力
クロック周期に対して、以下の範囲内になるように、NDIVを選
択する必要があります。

 
 

tOUT

16.384ms
≤ NDIV ≤

tOUT

1.024ms
 (1)

電源電流を最小化するには、（通常は推奨される）最も小さい
NDIVの値を選択します。あるいは、表1を指針として使用し、所
定のアプリケーションに最適なNDIVの値を選択します。

POLが選択済みであれば、これでDIVCODEの選択は完了
です。表1を用いて、適切な抵抗分割器、つまりDIVピンに適
用するVDIV/V+の比率を選択します。

ステップ3：RSETを計算して選択する
最後のステップでは、次の式を使用して適切なRSETの値を
計算します。

 
 
RSET =

50k
1.024ms

•
tOUT
NDIV

1 (2)

計算した値に最も近い標準抵抗値を選択します。

例：アクティブ“H”のリセット入力を持ち、リセット時にOUTピ
ンが“L”になる、消費電力が最小の1Hz発振器を設計します。

ステップ1：LTC6995のバージョンとPOLビットの設定を選
択する

アクティブ“H”のリセット入力の場合は、LTC6995-1を選択し
ます。リセット時にOUTピンを“L”にする場合は、POLビット 

= 0を選択します。

ステップ2：分周器の値NDIVを選択する
tOUT = 1000msを使用して、式（1）の要件を満たすNDIVの値
を選択します。

 61.04 ≤ NDIV ≤ 976.6

NDIVの設定の候補には、64と512があります。大きな抵抗値
のRSETを使用することによって電源電流が最小になるため、
NDIV = 64が最良の選択です。POL = 0および、NDIV = 64の
場合、DIVCODE = 2に設定する必要があります。DIVCODE 

= 2を設定するには、表1を用いてR1 = 976kおよびR2 = 

182kの値を選択します。

ステップ3：RSETを選択する
式（2）を使用して、適切なRSETの値を計算します。

 
 
RSET =

50k
1.024ms

• 1000ms
64

= 763k

標準1%抵抗として763kを使用できないため、–0.7%の周波
数シフトを許容できる場合は、代わりに768kを使用します。そ
れが許容できない場合は、さらに正確な抵抗値を得るため
に、576k + 187kなどの、並列または直列抵抗のペアを選択し
ます。

完成した設計を図11に示します。

DIVCODE = 2
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図11．1Hzの発振器
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アプリケーション情報
パワーオン・リセット（POR）機能 

LTC6995に電源が投入されると、出力は、tSTARTの間“L”に
ホールドされてから、クロック・サイクルの開始としてPOLビッ
トの値になります。POL = 0（DIVCODE < 8）である場合、RST

ピンが非アクティブと見なされて、プログラム可能な時間間隔
tSTART + 1/2 tOUTの間、出力は“L”に留まります。これによっ
てLTC6995は、プログラム可能な長時間パワーオン・リセット
（POR）として使用できるようになります。LTC6995の“L”出力
は、電源投入後の一定期間、システムをリセット中に保つため
に使用されます。V+が約1.4Vを超えると、時間計測が開始さ
れます。

最初のPOR時間の経過後に、それ以上出力が遷移しないよ
うにするために、SETピンの電流を除去することによって発振
器をディスエーブルできます。これによって、内部マスタ発振器
の出力が分周器や出力にクロックを供給しないようにします。
その間、動作をすばやく再開できるように、内部マスタ発振器
のバイアスが保たれます。この機能を実装する最も簡単な方
法は、SETピンとOUTピンの間にRSETを接続することです。

図12に、基本的なパワーオン・リセット機能を示します。1/2サ
イクルが経過すると、出力が“H”になり、SETピンの電流が除
去されて、それ以上のOUTピンの遷移が停止します。RST入
力を駆動するか、電源を切ってから再投入してデバイスをリ
セットするまで、出力は“H”に留まります。

POR間隔が発振器の周期の1/2に限定されるため、部品の選
択がわずかに異なります。1/2サイクルの時間間隔に必要な部
品の値を、表2に示します。V+の供給が開始されてから、短い
起動遅延時間の後に時間計測が開始されます。
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図12．アクティブ“L”パワーオン・リセット
（1秒間隔の例）

表2．パワーオン・リセット（POR）。ワンショット、1/2サイクル遅延設定
時間間隔中の出力は“L”、POL = 0

DIVCODE tDELAY時間間隔（1/2 tOUT） R1（kΩ） R2（kΩ） ～RSET（kΩ）
0 512µs to 8.2ms Open Short tDELAY(MS) • 97.6

1 4.1ms to 65.5ms 976 102 tDELAY(MS) • 12.2

2 32.8ms to 524.3ms 976 182 tDELAY(MS) • 1.5

3 262.1ms to 4.2sec 1000 280 tDELAY(SEC) • 190.7

4 2.1sec to 33.6sec 1000 392 tDELAY(SEC) • 23.8

5 16.8sec to 4.5min 1000 523 tDELAY(MIN) • 178.6

6 2.2min～35.8min 1000 681 tDELAY(MIN) • 22.7

7 17.9min to 4.8hrs 1000 887 tDELAY(HR) • 167.6
Note：パワーオン・リセット時間 = tDELAY + tSTART
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アプリケーション情報
パワーオン・リセット時間が短い（1ms～73ms）場合、POR

時間全体のうち、タイマ起動遅延が大きな部分を占めま
す。この遅延を考慮するために、RSETの値を、表2に示す
値から変更できます。POR時間が1ms～16msの範囲であ
る場合（DIVCODE = 0）、RSETをtPOR(ms) • 49.5にする必
要があります。POR時間が4.5ms～73msの範囲である場合
（DIVCODE = 1）、RSETをtPOR(ms) • 10.9にする必要があり
ます。POR時間が長くなると（DIVCODEが2～7）、起動時間
は重要でなくなります。電源投入後、これら2つのDIVCODE

選択に対して、リセット状態の後の遅延は、表2の tDELAYに
示した範囲と同じ範囲内になります。

POR時間が短い場合、次の式から、起動時間をさらに正確に
推定することができます。

 

 

tSTART(µs) = 256 + 16 • (12 – DIVCODE)( )RSET(kΩ)
50

+80

電源の電圧が急激に上がると、内部タイマがリセットされるた
め、POR回路によって電源のノイズが自動的に抑えられます。
V+が約1.4Vに達した時点から、PORの時間計測が開始され
ます。

長時間ワンショット・タイマと遅延発生器
図12のPOR回路は、リセット入力を駆動する場合にも役立ち
ます。これは、エッジ・トリガ方式のタイミング・イベントを作成
します。このイベントはアクティブ“L”であり、設定された1回
の時間間隔の後に再トリガまたは停止することができます。こ
の時間間隔は、抵抗値を変更するだけで、わずか500μsから
4時間を超えるまでに設定できます。

図13の回路は、PORまたはアクティブ“L”の時間間隔がどの
ように再開され、システム・リセット時間全体を提供できるか
を示しています。

図14の回路は、リセット中のシステムから、タイムアウトの前に、
準備が整ったことを知らされる必要があります。LTC6995-2

は、アクティブ“H”のOK信号を供給できます。

図15に示すように、電源投入時に強制的にリセット状態に
することによって、LTC6995を使用して、立下りエッジ信号
（LTC6995-1）または立ち上がりエッジ信号（LTC6995-2）に
よってトリガされる、長時間遅延した立ち上がりエッジを作成
できます。

図13．全POR時間間隔を伴うコマンドでシステム・リセット。リセット・パルスは自動的に抑制される
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アプリケーション情報

図14．拡張されたPOR。最初のPOR間隔中にタイマ・リセット。全POR間隔は、システムがOKを知らせるとタイムアウトする

図15．長時間遅延した立ち上がりエッジ。遅延時間は500μs～4.8時間の範囲で設定可能
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ウォッチドッグ・タイマ
図15に示した回路と同じ回路を、リセット入力の周期的パル
スと共に使用すると、効率的なウォッチドッグ・タイマを作成
できます。各時間間隔の間に、システムからウォッチドッグ・パ
ルスを受け取る必要があります。ウォッチドッグのタイムアウト
間隔は、500μs～4.8時間の間で設定できます。パルスが失わ
れた場合、出力が“H”になって、システム・ソフトウェアが無限
ループに陥った可能性があることを知らせます。この“H”レベ
ルを使用して、ソフトウェアの診断を開始したり、処理を再起
動したりできます。ソフトウェアが回復し、ウォッチドッグ・パル
スの発行を再開するまで、LTC6995の内部クロックが停止し、

出力が“H”に留まります。このアプリケーションのタイミングを
図16に示します。

システム・オペレーティング・ソフトウェアが、なんらかの理由
で、設計されたプログラム・シーケンスから逸脱したかどうか
を、ウォッチドッグ・タイマを使用して検出します。ソフトウェア
が停止し、ウォッチドッグ・パルスのタイマ・リセット・ステート
が維持されるため、タイマがタイムアウトできなくなるという状
況が常に起こり得ます。この状態では、ウォッチドッグ・タイマ
は無効であり、是正処置を実行させることができません。これ
を防ぐために、図17に示すように、第2のワンショットを使用
してウォッチドッグ・タイマをリセットできます。

図16．ウォッチドッグ・タイマ。図15に示した回路と同じ

図17．極めて信頼性の高いウォッチドッグ・タイマ。システムのウォッチドッグ・パルスがタイマ・リセット・ステートで停止した
場合に、タイムアウトすることが可能。両方のタイマ・デバイスが同じDIVCODE設定を共有できる
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図18．ゲート発振器。最初の1/2サイクル時間は常に正確

ゲート発振器
リセット入力（RST）は、すべての内部分割器をクリアし、リセッ
トが解除されたときに、設定された全周期で出力がクロック
供給を開始するようにします。このエッジは、クロックの既知の
開始時点での、出力のオン/オフの切り替えに使用できます。
さらに時間計測を行う目的でクロック・サイクルをカウントする
回路は、リセットされるまで全サイクルを常に正確にカウント
します。出力クロックのデューティ・サイクルは、常に50%です。
各サイクルの周期は、1msから9.5時間までの範囲で設定でき
ます。極性ビットの選択に応じて、図18に示すように、出力ク
ロックは“H”または“L”から開始できます。

自己リセット回路
RSTピンは、緩やかに変化する入力電圧を供給するために、
ヒステリシスを備えています。さらに、トリップ点は電源電圧に
比例します（Note 6、および標準的性能特性の「RSTのしきい
値電圧と電源電圧」の曲線を参照）。これによって、電源電圧
からほぼ独立した遅延を生成する、RST入力でのRC時定数
が可能になります。
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この方法を使用した単純なアプリケーションは、LTC6995の
出力を自己リセットできます。これによって、十分に制御され
た1サイクルに1回のパルスを生成できます。図19aと19bに、 
1分間に1回、約1μsのパルスを生成する回路を示します。こ
れらの違いは、使用するLTC6995のバージョンと、パルスが
正か負かを制御するPOLビットの設定のみです。

電圧による周波数制御
1つの抵抗を追加して、外部電圧によってLTC6995の出力
周波数を操作できます。図20に示すように、電圧VCTRLは、
RVCOを通る電流をソースまたはシンクして、電流 ISETを変化
させ、それによって、式（3）に示すように出力周波数を変調し
ます。

 f
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 (3)
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デジタル周波数制御
DAC（デジタル・アナログ・コンバータ）によって制御電圧を生
成し、その結果、周波数をデジタル的に制御できます。多くの
DACでは、外部リファレンスを使用できます。そのようなDAC
を使用して電圧VCTRLを供給する場合、図21に示すように、
VSETをバッファし、それをDACのリファレンス電圧として使用
することによって、VSETの依存性を除去できます。ここでは、
DACの出力電圧がVSETの変化をトラッキングし、その変化を
誤差源として除去します。DACのREF入力に取り込まれる電
流が周波数に影響を与えるため、SETピンをDACのリファレ
ンス入力に直接接続することはできません。

極端な ISETの値（極端なマスタ発振器周波数の値）
マスタ発振器は、推奨される1.25μA～20μAの範囲外のISET

で動作しているときは、最も精度が高い62.5kHz～1MHzの
範囲外で動作します。

ISET < 1.25μAの場合、精度は低下しますが、発振器が動作
することは可能です。約500nAでは、発振器の出力は、その電
流状態で停止します。その場合出力は、“H”または“L”の状態
で停止します。これによって、非常に低い周波数出力を変調す
るときに、短いパルスが導入されるのを防ぎます。

もう一方の極端な値では、DIVピンのADCの精度が低下す
るため、2MHzを超えてマスタ発振器を動作させることは推奨
されません。

アプリケーション情報
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図19a.自己リセット回路（DIVCODE = 5）

図19b.自己リセット回路（DIVCODE = 10）

図20．電圧制御発振器
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周波数変調とセトリング時間
LTC6995は、ISETの、最大で0.4 • fOUT の-3dB帯域幅の変化
に応答します。

ISETの2倍または0.5倍のステップ変化の後に、出力周波数は、
1サイクル未満で最終値の1%以内に安定化します。

消費電流
消費電流は、周波数、電源電圧、および出力負荷によって変
化します。以下の式を使用して、任意の条件で消費電流を推
定できます。この式では、CLOADを無視し（CLOAD < 1nFの場
合に有効）、出力のデューティ・サイクルが50%であると仮定し
ています。

 

 

IS(TYP) ≈ V+ • fMASTER • 7.8pF +
V+

420kΩ
+

V+

2 •RLOAD

+ 1.8 •ISET + 50µA

電源バイパスおよびPCBレイアウトに関するガイドライン

LTC6995は、適切な方法で使用された場合、2.2%の精度の
シリコン発振器になります。このデバイスを簡単に使用し、い

アプリケーション情報

図21．デジタル制御発振器

くつかのルールに従うことによって、期待する性能を容易に達
成できます。これを実現するには、十分な電源バイパスと適切
なPCBレイアウトが重要になります。

図22に、0603サイズの受動部品を使用したTSOT-23パッケー
ジとDFNパッケージのPCBレイアウトの例を示します。これら
のレイアウトは、LTC6995の下と周囲に接地面層がある2層
基板を前提にしています。これらのレイアウトは指針であり、
正確に従う必要はありません。

1. 低インダクタンスの経路を使用して、バイパス・コンデンサ
（C1）をV+とGNDに直接接続します。C1からV+ピンへ
の接続は、トップ層上で簡単に直接行えます。DFNパッ
ケージの場合、C1からGNDへの接続も、トップ層上で簡
単に行えます。TSOT-23の場合、C1パッドを経由してOUT

を配線し、C1の良好なGND接続を得ることができます。
PCBの設計ルールからそれが許されない場合、接地面へ
の複数のビアを経由して、C1のGND接続を実現できます。
接地面へのGNDピンの接続と、接地面へのC1の接続の
両方で複数のビアを使用して、インダクタンスを最小に抑え
ることが推奨されます。コンデンサC1は、0.1μFのセラミッ
ク・コンデンサである必要があります。
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0.1µF R1
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LTC6078
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2.  すべての受動部品を、基板の上面に配置します。これによっ
て、配線インダクタンスが最小に抑えられます。

3.  RSETをできるだけSETピンの近くに配置し、短く直接接続
します。SETピンは、電流加算ノードです。このピンに流入す
る電流が、動作周波数を直接変調します。接続を短くするこ
とによって、信号ピックアップへの暴露を最小に抑えます。

4.  RSETをGNDピンに直接接続します。長い経路や接地面へ
のビアを使用しても、精度に大きな影響はありませんが、短
く直接接続することは簡単であり、推奨されます。

5.  接地配線を使用して、SETピンをシールドします。これに
よって、他の層を放射信号から保護します。

6.  R1とR2を、DIVピンの近くに配置します。DIVピンに短く
直接接続して、外部信号結合を最小に抑えます。

図22．電源バイパスおよびPCBレイアウト

アプリケーション情報

699512 F22
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RSET

DFN PACKAGE
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R2

V+
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標準的応用例

タイマ電源スイッチ、1時間後に自動停止

LTC6995-1

ACTIVE HIGH RESET
1/2 tOUT = 1 HOUR

RST

GND

SET

OUT

V+

DIV

RSET
169k

100k

R2
887k

R1
1M

0.1µF
5V

5V

PUSH TO ACTIVATE

LOW = ON
HIGH = OFF

699512 TA08

VIN

GND

CTL
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LTC4412HV
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MOSFET

3V TO 36V

2.6V TO 5.5V

COUT

*

TO LOAD
CURRENT DEPENDS
ON PMOS SELECTION

*DRAIN-SOURCE DIODE OF MOSFET

0.1µF
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GND

CTL

OUT

STAT

LTC4411

TO LOAD
UP TO 2.6A

COUT
4.7µF

1µF

5秒間隔でオン /オフするタイマ・リレー・ドライバ

R1
1M

R4
10kRUN

RESET

D1
1N4148

12V

NO

COTO 1022 RELAY
9001-12-01

L

C2
0.1µF

0.1µF

Q1
2N2219A

R2
392k
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R3
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RELAY ENABLE

C

1

LTC6995-1
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GND
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標準的応用例

1.5ms無線制御サーボ・リファレンス・パルス発生器

RESET = OPEN
RUN = GND

20ms
FRAME RATE
GENERATOR

1.5ms
REFERENCE

PULSE

5V

20ms PERIOD

5V

R4
976k

R7
10k

C1
0.01µF

R5
102k

R6
121k

1.5ms PULSE

699512 TA03

LTC6995-1
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LTC6995-1
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GND

SET
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絶縁された交流負荷点滅器

LTC6995-1
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4
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標準的応用例

間隔（ワイパー）タイマ

LTC6995-1

0.1µF
2s

2s

5s

5s

15s
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2m
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4m
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GND
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681k

699512 TA06

383k 2s
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30s5V
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4m OFF

V+

15s
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280k

113k

133k

154k

時間調整可能な低速度撮影用の間隔調整器
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最新のパッケージ図面については、http://www.linear-tech.co.jp/designtools/packaging/を参照してください。

詳細： www.linear-tech.co.jp/LTC6995-1

パッケージ

DCB Package
6-Lead Plastic DFN (2mm × 3mm)

(Reference LTC DWG # 05-08-1715 Rev A)

S6 Package
6-Lead Plastic TSOT-23

(Reference LTC DWG # 05-08-1636)

3.00 ±0.10
(2 SIDES)

2.00 ±0.10
(2 SIDES)

注記：
1. 図はJEDECパッケージ・アウトラインMO-229のバリエーション（TBD）になる予定
2. 図は実寸とは異なる
3. すべての寸法はミリメートル

4. パッケージ底面の露出パッドの寸法にはモールドのバリを含まない
    モールドのバリは（もしあれば）各サイドで0.15mmを超えないこと
5. 露出パッドは半田メッキとする
6. 網掛けの部分はパッケージの上面と底面のピン1の位置の参考に過ぎない

0.40 ±0.10

BOTTOM VIEW—EXPOSED PAD

1.65 ±0.10
(2 SIDES)

0.75 ±0.05

R = 0.115
TYP

R = 0.05
TYP

1.35 ±0.10
(2 SIDES)

13

64

PIN 1 BAR
TOP MARK

(SEE NOTE 6)

0.200 REF

0.00 – 0.05

(DCB6) DFN 0405

0.25 ±0.05
0.50 BSC

PIN 1 NOTCH
R0.20 OR 0.25 
× 45° CHAMFER

0.25 ±0.05

1.35 ±0.05
(2 SIDES)

RECOMMENDED SOLDER PAD PITCH AND DIMENSIONS

1.65 ±0.05
(2 SIDES)

2.15 ±0.05

0.70 ±0.05

3.55 ±0.05
PACKAGE
OUTLINE

0.50 BSC

1.50 – 1.75
(NOTE 4)

2.80 BSC

0.30 – 0.45 
6 PLCS (NOTE 3)

DATUM ‘A’

0.09 – 0.20
(NOTE 3) S6 TSOT-23 0302

2.90 BSC
(NOTE 4)

0.95 BSC

1.90 BSC

0.80 – 0.90

1.00 MAX
0.01 – 0.10

0.20 BSC

0.30 – 0.50 REF

PIN ONE ID

注記：
1. 寸法はミリメートル
2. 図は実寸とは異なる
3. 寸法はメッキを含む

4. 寸法はモールドのバリおよび金属のバリを含まない
5. モールドのバリは各サイドで 0.254mmを超えないこと
6. JEDECパッケージリファレンスはMO-193

3.85 MAX

0.62
MAX

0.95
REF

RECOMMENDED SOLDER PAD LAYOUT
PER IPC CALCULATOR

1.4 MIN2.62 REF

1.22 REF
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リニアテクノロジー・コーポレーションがここで提供する情報は正確かつ信頼できるものと考えておりますが、その使用に関する責務は 
一切負いません。また、ここに記載された回路結線と既存特許とのいかなる関連についても一切関知いたしません。なお、日本語の資料は 
あくまでも参考資料です。訂正、変更、改版に追従していない場合があります。最終的な確認は必ず最新の英語版データシートでお願いいたします。

改訂履歴

REV 日付 概要 ページ番号
A 09/13 文法的な訂正。

ブロック図のMaster Oscillatorの式の修正。
図19aのDIVCODE = 4をDIVCODE = 5に変更。
図19bのDIVCODE = 11をDIVCODE = 10に変更。
図20と図22のLTC6995ブロックをLTC6995-1に特定。
監視タイマの図のV+ を5Vに置き換え。

1、4、8、16
8

20
20

21、22
28
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関連製品

標準的応用例

製品番号 説明 注釈
LTC1799 1MHz～33MHz ThinSOTシリコン発振器 広い周波数範囲
LTC6900 1MHz～20MHz ThinSOTシリコン発振器 低電力、広い周波数範囲
LTC6906/
LTC6907

10kHz～１MHzまたは40kHz ThinSOTシリコン発振器 マイクロパワー、ISUPPLY = 35μA（400kHz）

LTC6930 固定周波数発振器、32.768kHz～8.192MHz 精度 : 0.09%、起動時間 : 110μs、105μA（32kHz）
LTC6990 TimerBlox:電圧制御シリコン発振器 固定周波数または電圧制御による動作
LTC6991 TimerBlox:リセット付き超低周波数発振器 サイクル時間 : 1ms～9.5時間、コンデンサ不要、精度 : 2.2%

LTC6992 TimerBlox:電圧制御パルス幅変調器（PWM） 周波数範囲の広い単純なPWM

LTC6993 TimerBlox:単安定パルス発生器（ワンショット） 抵抗によって1μs～34秒の範囲でプログラム可能なパルス幅
LTC6994 TimerBlox:遅延ブロック/デバウンサ 1μs～34秒の範囲で立ち上がりエッジ、立下りエッジ、 

または両方のエッジが遅延

監視タイマ

699512 TA07

R2
49.9k 60.4k

800Hz
ALARM TONE
DIVCODE = 0

4 HOUR TIMER
DIVCODE = 7

PUSH BUTTON
EVERY 4 HOURS OR

ALARM SOUNDS LTC6995-2

RST

GND

SET

OUT

V+

DIV

FF

Q CLK

CLR

Q D
100k

R1
887k

5V

5V

5V

5V

75k
332k

15Ω

32Ω
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